
所仁
不IJ

ii：民寺

「
本

尊

随

法

不

同

事

等」

本
HH
H

は
塔
中
政
指
呂町
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が 、

前
半
白川
を
欠
き
」ハ

紙
を
践

す
に
過
ぎ
ず 、

原
川出
も
明
ら
か
で
な
レ 。

川偽
作
す
る
の
は
「
本
時
削
法
不
同
市」

以
下
で
あ
る
の
で 、

こ
こ
で
は
「
本
尊
仙
法
不
同
事
等」

と
仮
祢
す
る
こ
と
に
し

た
が 、

適
当
な
名
称
で
は
な
く 、

一史
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る 。

紙
同
に
は

世
界
線
を
施
し 、

紙
背
に
は
文
品川
が
見
ら
れ
る 。

こ
の

紙
背
文
川
に
は
史
料
的
側

仰
の
刈
い
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
こ
こ
に
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た 。

こ
れ

ら
は
い
づ
れ
も
年
紀
が
ぷ
さ
れ
て
い
な
い
が 、

次
に
拘
げ
る
よ
う
に 、

辿
出
3
年

8
月
下
旬
川
手
耐火
古
が
あ
り 、

そ
れ
を
淵
る
こ
と
述
か
ら
ざ
る
頃
の
も
の
と
考
え

て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う 。

（
胤〈
HH）

辿
陪
三
｜

八
月
下
旬 、

於
大
山十一
院
御
所」

北
対
部
屋 、

以
証
本
写
了 、

経

究

こ
の
大
型
院
御
所
は
仁
和
寺
内
の
院
家
の
一
つ
で 、

御
室
御
住
町
で
も
あ
っ

た 。

山川
脈
知
集
記
第
9
に
よ
れ
ば 、

党
教
大
僧
正
（
北
院
御
室
付
法）

の
弟
子
に

経
見
な
る
的
が
見
え
て
い
る 。

彼
は
少
納
言
律
師
と
も
呼
ば
れ 、

淡
路
大
進
出似
長

経
の
息
で 、

建
保
7

年
3
月
却
日 、

仁
和
寺
十以
来
院
に
お
い
て
党
教
の
付
法
を
受

け
て
い
る 。

こ
の
経
究
と
本
作一日
を
h札口

写
し
た
経
犯
と
は
年
代
的
に
も 、

ま
た
仁
和

仁
和
寺
所
政
「
本
尊
阻
法
不
同
事
与」
紙
背
文
41
H

紙

背

文

書

歴

研

同回
ブU

.，.....‘ 
主

史

トサ
と
関
係
深
い
点
に
お
い
て
も一

致
す
る
か
ら 、

同
．

人
物
と
し
て
さ
し
っ
か
え

な
か
ろ
う 。

と
こ
ろ
で
こ
の

紙
背
文
乃
の
出
2
・
3
・
5

紙
の
3
泊
は
後
述
の
よ

う
に
い
づ
れ
も
南
町即
興
引
か
聞
係
の
も
の
で
あ
る 。

当
時
市
部
消
火
年

は・川行一一円
以

の
必
い
W
UWH
を
受
け
て
術
教
化
し
て
お
り 、

的
引
のい
父
流
も
し
き
り
に
行
わ
れ
て

レ
た 。

こ
う
し
た
閃
係
か
ら
杭
犯
の
予
も
と
に
興
制十J
山
係
の
a
x

－ －
が
入
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う 。

「 .m京午
｜ 承北 A

I - ＇＇＇－：紙
I I Uじ L..J

人九ハ�fi
後 月 11 � W 
欠 四 /J·ピ前崎
） 七 司、i到来

11 �告白 ，！ ？
日、フj状

治j " 
JJ 9 
」 j J 
iVf 27 
·J;: II 、 、、ーノ
f
re’
I
C‘、
ドヘE
R、

i
1
i
’
A

 

’’r’’
Js
t
x
n
dad－
h“
HHU
 

円1
川
口
進
L仁
川可
段
似
旨

法
橋

円ハハ

〔

m
2

紙〕

似
為
町民
解
（
後
欠）

川似
為
叫口
説
解

ん叩刻印

思
決
斗山μ

話
殊
山口淑

思
統 、

経
御
沙
汰 、

任
一社
文
被
札
返 、

為
市
以
来
山
盟」

和
博
引

原
山
住
人
源
太
定
尚 、

勾
引
所
従
七
人
不
当
「

制
状 、

,t,IJ 
進
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為
市
引
文
案一
通

定
尚
勾
引
下
人
交
名一
通

右
謹
検
案
内 、
為
賢
有
事
縁 、
去
正
治
元
年 、
知
行
大
和
国
伊
奈
津」
庄
之
問 、

下
山
定
使
男
之
処 、
為
山
総
取
彼
』比
所
当
米 、
雌
致」
種
種
之
必
行 、
M
川

主
眠山

Lutt仁t
，AJ’

為
無
事
之
心 、
令
宥
沙
汰
之
刻 、
来
勝
之」
除 、
背
預
所
之
下
知 、
相
語
凶
徒 、

殺
害」
定
使
升
五
子
所
従
等
八
人
単 、
則
樹
取
為
的

等（入
口千夜
口／完1・T
口〉於
口定」 使
罪之
j@ Wi 
之所
El 

為
的
申
云 、
所
犯
不
及
左
右 、
罪
過
難
逝 、
然、
而

中」
参
之
敵
人
免
其
叩持
者
古
今
例
也 、
的
一叶
与一
侠
引
文 、
可」
免
今
度
之
非

也
者 、
任
申
請
為
賢
取
件
引
文 、
百
仕
彼
七
』f」
己
以
経
数
十
年
之
問 、

去

11

’し

14、

tI
e吋J
rI

為
的
列

定
尚
開制
企
参」
浴 、
脳
出
為
山
女
子
等 、
逃
能
春
日
御
領
仙

加
之
彼
定
尚
者 、
・度
々
有
資
犯
事 、

（
t
u

其

思
）

即」
時
雄
可
滅
亡 、
為
賢
泡
分
令
沙
汰
免
了 、
何
忽
口
口
口」
不
願
引
文 、
可

｜

ム

｛

〈
円
十
）

（

被

仰
）

勾
引
七
人
之
詑
哉 、
出
過
不
燃
者
也 、
型
詰」
忠
裁 、
口
経
御
沙
汰 、
口
口
彼

〈
札〉

仙
預
所
寺
林
法
口
口
返」

原
山
之
糸 、
所
行」
旨一
言
語
不
及
本
也 、

〈
後
欠）

〔
第
3
紙〕

和
束
州
沙
汰
人
等
脱
状
ハ
折
紙）

和
束
御
刷
沙
汰
人
等
州問
中 、

任
解
状
之
旨
相
「付
之
処 、
件」
折
節
自
外
土
旅
人
無
移
住
市 、
」
但
自
体慨
門
去

来
者
多
人 、
雌
被」
注
進
其
交
名 、
難
知
実
叫件 、
就
中」
往
古
御
制
之
習 、
来

入
之
者
無
沙」
汰
之
山
市 、

何
況
彼
交
名
之
班 、
」
不
見
不
問
之
者
也 、
争
可

致
其」
沙
汰
乎 、
厳
隙
粗
如
件 、

（

カ
）

経
巾品
川行
状
並
某
返
状
（
9
月
M
日）

只
今
使
候
ヘ
ハ 、
大
弐
阿
附
梨
此
山
中
峡
了 、
恐
々
謹
言 、

（

究
ヵ
）

謹
承
侠
了 、
今
夕
之
還
向
ハ
可」
留
候 、
但
若
指
事
出
来
候
者 、
経
口」
一
人

不
候
と
ん 、
御
逃
恨
不
可
候 、
口」
刑
－m
卿
阿
附
処
宿
所
不
知
行」
候 、

共
可
令
触
給
候
鍬 、
恐
々
詑
口、

九
月
十
問
n

32 

〔
第
4
紙〕

同
I当

（

作品
ぉ
）

経
口

（

出火

活
）

「一一一
位
阿
附
梨
許
へ
申
泣
候
ヘ
ハ 、
返
事」
如
此
院 、
今
夕
可
泣
法
性
寺
山 、

承
候
之
川 、
」
止
候
也 、
謹
言

日

〔
第
5

紙〕

和
束
仙
沙
汰
人
等
版
状
〈
折
紙〉

（
第
3
紙
と
同
文
に
よ
り
木
文
省
附 、
ほ仰
凶
参
加…）

〔
第
6
紙〕

氏
名
米
詳
A
状
（
後
欠）

少
御
掌
誠
然
・申
御
布」
絡
事 、
可
申
上
候
也 、

住
用
途
内 、
悲
哀
布 、
」
明
障
子
紙 、
可
被
沙
汰
渡
候 、
」
且
御
企
へ
詰
に
可

〈

之
拘
）

敏
進
候
口」
由 、
沙
汰
人
申
候
也 、

霊
布
幌 、
去
年
被
波
布
不
法」
候
云
々 、
今
年
猶
自
此
不
法
に
候
之
由 、
」
沙

（

汰
）

汰
人
申
上
候 、
其
も
多
肢
は
L 、
可
沙
口」
控
股
之
処 、
只
十
余
段
候
ヘ
ハ 、

（
様〉

不
及
沙
汰
替」
候 、
其
外一
切
布
不
候
之
由 、
申
侠
者 、
如
何
口」
可
候
哉 、

雌
舵
想
伎 、
当
時
候
物
な
れ
ば 、
」
可
令
進
候
は
へ
同
可
進
之
由 、
中
候 、

（

可
）

阿
様
口」
候
哉 、
恐
々
謹
言



仁
和
オザ
所
政
「
本
尊
悩
法
不
向
山県
市守」

紙北川
文
HAH

（

廿
必
）
〈

日
ヵ
〉

口
口
口
口
口

ロー
口限
口3
口

（
後
欠）

府I_;!,( till沙汰人てf Ell［：伏

以
下 、

前
倒
紙
背
文
HHh

に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
た
い

。

〔
m
l

紙〕

こ
の
京
北
院
は
法
成
寺
の
一

院
で 、

も
と
上
東
川
院
御
所
（い
が
部
一

条
南
京
以
来）

で
あ
っ
た

。

法
成
寺
の
東
北
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
生
れ

た
と
い
う 。
川日
万
布
庄
は
す
で
に
兵
随
記
仁
安
2
年
夏
巻
紙
背
文
川
所
収
の
長
江

2
年
7
H
n
越
前
周
目
万
布
庄
百
姓
等
併
に
も
い米
北
院
制
と
し
て
「
御
ぃ札
建
立
以

来
及
百
余
放」

と
記
さ
れ
て
お
り 、

古
く
か
ら
東
北
院
川別
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る 。

〈第5紙〉

〔
部
2

紙〕

大
和
国
伊
奈
津
正
問
所
似
為
賢
が 、

似
太
定
尚
に
勾
引
さ
れ
た
彼
の

所
従
7
人
を
札
返
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る 。

延
久
2
年
の
興
一前
寺
大

｛
捻
l
｝

和
国
雑
役
免
坪
付
帳
（
京
消
山）

に
宇
陀
郎
稲
津
庄
が
あ
り 、

伊
ム品川
津
店
と
は
こ

の
稲
津
庄
の
こ
と
で
あ
ろ
う 。

な
お
稲
津
店
は
脱
在
の
宇
陀
郎
主
m
肝
町
稲
戸
の

（
註
2
〉

地
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る 。

和
体
抗
原
山
に
つ
い
て
は
「
商
店
東
山
単
和
沖
れ
原

山
」

と
あ
る
が 、

現
在
の
奈
良
市
東
方
地
区
に
は
該
当
す
る
山
地
名
は
見
ら
れ
な

い
。

し
か
も
部
3

紙
に
は
和
市氷
川
が
あ
る
の
で 、

こ
の
和
洋
到
原
山
は
和
束
州
内

の
原
山
（
瓜
在
相
楽
部
和
束
町
原
山）

の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か

。

す
る
と
こ
れ

は
山
披
国
と
な
り
南
京
東
山
里
と
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
が 、

和
東
川制
を
含
め
て

相
楽
郡
内
に
は
輿
福
寺
（
春
日
社）

領
が
極
め
て
多
く 、

し
か
も
奈
良
か
ら
近
い

た
め 、

和
束
柏
を
南
京
東
山
旦
内
に
あ
り
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

為
賢
の
主
張
に
よ
れ
ば 、

源
太
定
尚
が
勾
引
し
た
所
従
7
人
は
か
つ
て
伊
奈
津
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庄
内
に
乱
入
し
て
殺
害
等
の
非
法
を
行
い
捕
え
ら
れ
た
為
清
一

族
で
あ
る
と
い

う。

即
ち
為
山仰
は
非
過
に
処
せ
ら
れ
ん
と
し
た
際、

「
所
犯
不
及
左
右
罪
過
難

（
降
カ
）

逝、

然
而
甲
参
之
敵
人
免
其
叩伴
者
古
今
例
也、

仰
可
与
一

一族
引
文、

可
免
今
度
之

非
也」
と
申
請
う
た
た
め、

為
賢
は
「
取
件
引
文
召
仕
彼
七
人」
う
こ
と
と
し
た。

引
文
と
は
身
曳

ll
己
の
身
を
相
手
方
に
曳
進
め
る。

即
ち
技
と
我
が
身
を
相
手

〈
政
3
）

方
の
支
配
下
に
恒
き、

そ
の
所
従
被
官
と
な
る
行
為

ーーー
の
際
に
相
手
方
に
出
す

証
文
の
こ
と
で
あ
る。

山河
山丸
が
行
わ
れ
る
の
は
生
活
に
困
窮
し
て
自
分
の
九討
を
売

り
又
は
山
，M
の
弁
済
に
当
て
る
場
合、

年
穴
公
事
不
納
の
場
合、

犯
罪
に
よ
り
被

官
に
な
る
場
合
等
種
々
占
め
る。

検
断
権
の
保
有
者
が、

犯
罪
人
の
身
柄
を
抑
え
て

強
制
的
に
自
己
の
下
入
所
従
と
す
る
の
と
は
呉
り、

身
山%
の
場
合
は
自
己
の
犯
し

た
非
を
免
れ
ん
が
た
め
に、

自
分
で
自
分
の
a身

柄
を
検
断
権
保
有
者
も
し
く
は
そ

れ
に
強
い
影
山智
力
を
及
し
う
る
者
に
進
め
て
そ
の
下
入
所
従
と
な
る
の
で
あ
っ
て

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
殺
害
・

夜
社
・

強
強
・
人
勾
引
等
の
重
利
を
犯
し
て
も
非
を

免
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る。

こ
の
文
古
は
中
世
の
倹
断
を
考
え
る
の
に
役

立
つ
史
料
の
一
つ
で
あ
る。（

位
4
）

〔
第
3
紙〕

山内
福
寺
領
和
束
机
（
山
以
国
相
楽
郡〉

の
沙
汰
人
等
が
出
し
た
も
の

で、

仙
へ
の
移
住
者
の
中
に
交
名
に
あ
げ
ら
れ
た
者
が
い
る
か
否
か
の
問
に
対
し

て
不
明
で
あ
る
こ
と
を
答
え
た
も
の
で
あ
る。

そ
の
内
容
か
ら
推
す
と、

こ
の
似

状
は
第
2
紙
の
為
賢
解
と
関
辿
す
る
文
什引
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る。

若
干
立
味
の

摘
み
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が、

「
但
自
権
門
去
来
者
多
人、

雌
被
注
進
其
交
名、

難
知
実
体、

就
中
往
古
御
仙
之
習、

来
入
之
者
無
沙
汰
之
出
羽」

と
あ
る
よ
う
に

仙
に
お
い
て
は
人
の
流
入
に
関
し
て
は
比
較
的
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
位
5
）

る。

近
江
国
お
川
庄
に
お
け
る
浪
人
の
よ
う
に、

仙
も
し
く
は
山
間
の
庄
闘
に
お

い
て
は
外
か
ら
の
労
働
力
の
流
入
を
勧
迎
す
る
た
め
か、

そ
こ
へ
の
移
住
に
つ
い

て
は
特
に
制
宛
を
加
え
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

〔
第
6
紙〕
「
明
障
子」

紙
と
あ
る
が、

別
障
子
が
文
献
上
に
見
ら
れ
る
の
は
平
安

時
代
末
期
か
ら
で
あ
る。

し
か
し
そ
れ
が
紙
を
用
い
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
史
料

と
し
て
は
こ
の
』
状
は
古
い
例
の
一
つ
と
い
え
よ
う。

（
問
中

稔）

註

（

1
〉

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
〉

『
平
安
法
文』

第
9
巻ι
gu
号、
（H
Y
ω
白
M
O
）

『校
図
芯
料』
上
巻
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